『國民新報』1939年8月6日
　―主張―　他人への禮儀

　朝鮮 (てうせん)は昔 (むかし)から禮 (れい)儀 (ぎ)の邦 (くに)と呼 (よ)ばれた。是 (これ)は一面 (めん)誇 (ほこ)らしいことであるが、他面 (ためん)禮 (れい)儀 (ぎ)の發 (はつ)達 (たつ)を阻 (そ)害 (がい)すること夥 (おびただ)しい。と云 (い)ふのは吾 (われ)は禮 (れい)儀 (ぎ)を心 (こころ)得 (え)て居 (ゐ)ると云 (い)ふ矜持 (ぎんじ)が、禮 (れい)儀 (ぎ)に對 (たい)する反省 (はんせい)の心 (こころ)を鈍 (にぶ)らせるからである。吾 (われ)は禮 (れい)儀 (ぎ)を知 (し)らないんだ、それだから大 (おほ)いに禮 (れい)儀 (ぎ)を修 (おさ)めねばならないと云 (い)ふ謙 (けん)抑 (よく)[footnoteRef:1]の心 (こころ)こそ、禮 (れい)儀 (ぎ)に相應 (ふさ)はしいものである。 [1:  『同胞に寄す』では「謙抑」が「謙虚」に代わっている。] 

[bookmark: _GoBack]　儒教 (じゆけう)に於 (お)いては禮 (れい)儀 (ぎ)を君臣 (くんしん)、父子 (ふし)、夫婦 (ふうふ)、長幼 (ちやうよう)、朋友 (ほういう)の五ツに分類 (ぶんるい)して、之 (これ)を五 (ご)倫 (りん)と呼 (よ)んで居 (ゐ)るのであるが、今日 (こんにち)でもこの分類 (ぶんるい)で差閊 (さつかえ)へないと思 (おも)ふ。一體 (たい)禮 (れい)儀 (ぎ)とは一個 (こ)人 (じん)が他 (た)の個 (こ)人 (じん)又 (また)は公衆 (こうしう)に對 (たい)しての言語 (げんご)や[、]行動 (こうどう)の場合 (ばあい)道徳性 (どうとくせい)を云 (い)ふのであつて[、]是 (これ)あつて始 (はじ)めて家庭 (かてい)や社會 (しやくわい)の秩序 (ちつじよ)と親和 (しんわ)とが維持 (いじ)されるのであり、この秩序 (ちつじよ)と親和 (しんわ)とが維持 (いじ)されて始 (はじ)めて家庭 (かてい)や社會 (しやくわい)の幸福 (こうふく)と進歩 (しんぽ)とが得 (え)られるのである。禮 (れい)儀 (ぎ)を缺 (か)くことを無禮 (ぶれい)と云 (い)ふのであるが無禮者 (ぶれいもの)の集 (あつ)まりには唯 (ただ)闘争 (とうそう)と不幸 (ふこう)とが隨 (したが)ふのであらう。これ論語 (ろんご)に之 (これ)を『導 (みちび)くに禮 (れい)を以 (もつ)てし、これを齊 (ひと)しくするに政 (せい)を以 (もつ)てすれば恥 (はぢ)あり、しかじか』とある所以 (ゆえん)である。政治 (せいじ)と刑罰 (けいばつ)とによつてやつと治 (おさ)めされる様 (よう)では一等 (とう)國 (こく)民 (みん)にはなり得 (え)ない。國 (こく)民 (みん)自身 (じしん)が禮 (れい)儀 (ぎ)によつて自 (みづか)ら治 (おさ)めてこそ、文明國 (ぶんめいこく)民 (みん)とは云 (い)はれるのだと云 (い)ふのが孔子 (こうし)の仰 (おほ)せられた意味 (いみ)なのである。
　今日 (こんにち)の吾 (われ)々は父子 (ふし)、夫婦 (ふうふ)、長幼 (ちやうよう)の禮 (れい)儀 (ぎ)に於 (お)いても決 (けつ)して間然 (かんぜん)しないとは云 (い)はれない[footnoteRef:2]。むしろ日常 (にちぜう)家庭 (かてい)の禮 (れい)儀 (ぎ)が大 (おほ)いに亂 (みだ)れて居 (ゐ)ると見 (み)るのが正 (ただ)しいのではなからうか。これは誠 (まこと)に恥 (は)づべきことであり憂 (うれ)ふべきことであると云 (い)わねばならぬ。況 (ま)してや朋友 (ほうゆう)即 (すなは)ち一般 (ぱん)他人 (たにん)に對 (たい)する禮 (れい)儀 (ぎ)に於 (お)いては一層 (そう)反省 (はんせい)すべきだと思 (おも)ふ。ところが禮 (れい)儀 (ぎ)の精 (せい)神 (しん)の低 (ひく)い者 (もの)は知 (し)らぬ他人 (たにん)に對 (たい)しては殆 (ほとん)ど禮 (れい)儀 (ぎ)の要 (よう)を感 (かん)じない。旅 (たび)の恥 (はぢ)は掻 (か)き棄 (す)てと云 (い)つた様 (よう)な気持 (きもち)であらう。甚 (はなは)だ以 (もつ)て不都合 (ふつがふ)なことである。凡 (すべ)ての人 (ひと)は、知 (し)るも知 (し)らぬも、吾 (わ)が同胞 (どうほう)であると云 (い)ふ心 (こころ)こそ望 (のぞ)ましいもので、これさえあればおのづと禮 (れい)儀 (ぎ)は守 (まも)られることであらう。禮 (れい)儀 (ぎ)とは結 (けつ)局 (きよく)愛 (あい)敬 (けい)の心 (こころ)のあらはれであるから。 [2:  「間然しないとは云はれない」は『同胞に寄す』では「間然たるものがないとは云はれない」に代わっている。] 


